Positional relationships of abdominal aorta landmarks for angiography: observations from the intravascular space by 高橋 哲也
審 査 論 文 要 旨（日本文） 
論文提出者氏名： 高橋 哲也 
審査論文 
題 名：Positional relationships of abdominal aorta landmarks for angiography: 
observations from the intravascular space 
(血管内腔側より観察した血管造影のための腹部大動脈 landmark の位置関係) 
著 者：Tetsuya Takahashi, Kyoko Takeuchi, Toshitaka Ito, Shogo Hayashi, Ning Qu, 
Masahiro Itoh 
掲載誌：Surgical and Radiologic Anatomy 36: 681–688 (2014) 
 
（審査論文要旨：日本語論文の場合 1,000 字以内・英語論文の場合 500 words） 
 
【背景】 
血管造影は X 線を用いて行われるが、血管自体は描出されず、椎体を目安にカテーテルを
挿入するが、血管造影初心者は血管の位置が想定できないため、血管損傷や透視時間延長に
伴う被爆のリスクが増大する。カテーテルは血管内で操作されるため、血管内腔側から見た
腹部大動脈からの各分岐の位置関係の把握は重要である。 
【目的】 
円滑な血管造影施行のため血管内腔側から見た腹部大動脈 landmark の位置関係を明らかに
すること。 
【方法】 
日本人献体者遺体95例のうち celiac trunk(CT)または superior mesenteric artery(SMA)に変異を
認めた 11 例と、renal artery(RA)頭側の大動脈に 5°以上、尾側に 60°以上の屈曲を認めたそ
れぞれ 11 例、10 例を除外した 63 例の腹部大動脈を試料とした。まず椎体レベルの CT 起始
および aortic bifurcation(AB)の位置を調査した。次に腹部大動脈を採取し、left RA (Lt.RA)の最
大縦径を通る冠状断で切開、血管内腔側をデジタルカメラで撮影した。CT、SMA、Lt.RA の
各血管下端間を斜辺とする直角三角形の大動脈縦径平行線(縦)と横径平行線(横)をパソコン上
で計測し、Lt.RA レベルでの大動脈横径を基準とした相対距離示数で表した。他に AB-Lt.RA
間距離、腹部大動脈横軸と CT-SMA のなす角度も調べた。 
【結果】 
CT 起始位置は Th12/L1 椎間円板が、AB は L4 下 1/3 が最多でそれぞれ 25.4%、22.2%であっ
た。大動脈横径計測値は 20.6±2.0mm で、AB-Lt.RA 間距離の示数は 4.88±0.70 であった。各
血管間示数(縦/横)は、Lt.RA～CT1.69±0.37/0.41±0.17、Lt.RA～SMA0.86±0.34/0.51±0.16、
CT～SMA0.82±0.17/0.13±0.10 であった。腹部大動脈横軸と CT-SMA のなす角度は 81.9±
9.5 °で、SMA から見た CT の起始位置は左上 65.1%、同一直線上 25.4%、右上 9.5%であった。
【結論】 
この示数を用いた方法は血管造影初心者の技術向上および患者のリスク軽減に寄与する。 
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